
自席のパソコンを立ち上げた。開いた

のは、日経電子版だ。

　木本によると、電子版の「マネー」

「マーケット」セクションは、投資・金融

情報が充実し、株式や投信、為替などの

最新情報や、資産運用の基礎を学べる

コラム、マネープランのシミュレーター

など多彩なコンテンツを利用できる。

　「投資を始める前に、電子版の『マ

ネー』にある『資産力UP』に目を通し

てみたらどうだ。初心者はコラムで勉

強するといい」という木本の勧めに従

　「投資信託はどうだろうか。外貨建

て資産を組み入れているファンドな

ら、日本市場が落ち込んだ時のカバー

になるのではないか」

　投資信託は、国内外の株式、債券、

REIT（不動産投資信託）など幅広い資

産に投資する商品だ。数は数千本にも

上り、運用方針はファンドによって異

なる。「マネー」の「投信・ETF」では「投

資信託サーチ」でランキングやタイプ

別に投信を検索可能なので、ファンド

の絞り込みに役立つ。

　さらに「投信発掘ツール」を使えば、

「運用の安定性」や「分配金利回りと

コストのバランス」など、自分の運用

ニーズに最も近い銘柄を、過去の運用

成績などを基にピックアップできる。

リスクとリターンの関係を図表に落と

し込むので、目で見て直感的に操作で

きる点も魅力だ。

　「債券型投信は、利息収入で安定し

た分配が期待できそうだ。問題は投資

対象国。新興国の成長力は魅力的だが、

先進国の安定性も重視したい」。投信

関係のニュースなどに目を通し、直近

の投信市場動向を頭に入れたうえで、

　特集記事やファイナンシャルプラ

ンナーのコラムに目を通すうちに海山

は、預金を入社した時に開設したメー

ンバンクのX銀行に預けたままだった

ことを思い出した。昨今の低金利が気

がかりではあったが、海山は「どの銀

行も大差ないだろう」と考え、預金も

含めたマネープランを検討したことが

なかったのだ。「まずは足元から見直

してみるか」

　「マネー」の「貯蓄」コーナーでは、主

要金融機関の大口定期預金（1000万

円以上）やスーパー定期預金の最新金

利が一覧表にまとめられている。「外

貨預金は高金利だが為替リスクも考え

ないと」。妻と話した結果、特に使い道

の決まっていない資金の一部をリスク

性商品への投資に充てることにした。

　「それにしても、全部株式投資とい

うのはよくないだろう」。海山は、過去

の失敗と木本のアドバイスから、株価

は経済情勢に敏感で、値動きのブレ幅

が大きい資産であると認識している。

運用資産をすべて株式に投じてしまう

と、下落局面に保有資産が一斉に値下

がりする恐れがある。

い、海山も電子版をチェックしてみる

ことにした。

リターンとリスクのバランスを	
考えた運用計画を立てる

　帰宅した海山は、早速パソコンで電

子版を開いてみた。

　「 マネー」セクション は、「投 信・

ETF」や「金」など値動きのある金融商

品だけでなく、「年金・保険」や「貯蓄」

などマネープランを総合的にフォロー

する企画が充実している。

賢い活用で、自分らしい資産形成を

待できると思う銘柄に、中・長期で投

資するのが基本だ。そのうえで、求め

るリターンを得るために、どの程度の

リスクを許容するかを考えなければな

らない」とアドバイスする。

　失敗続きの海山に比べ、木本は順調

に資産を増やしているようだ。2人の

違いはどこにあるのだろうか。

　木本は「東証だけで2000以上の銘

柄がある。自分の投資スタンスに合っ

た銘柄を見つけるには、情報を使いこ

なす能力が不可欠だ」と話しながら、

　「あの会社の株価、上がったのか…」

　1年前から株式投資を始めた商社

マンの海山始（35歳）は、始業前のオ

フィスで日経新聞を開き、ため息をつ

いた。紙面には、東証１部上場のある

企業の株価が高騰したニュースが取り

上げられている。直近の社長交代が市

場に好感されたようだ。マイナスを覚

悟で、１週間前に売却したばかりの銘

柄だった。

資産運用の第一歩は	 	 	
投資目的とスタンスを明確にする

　「あのタイミングで手放すべきでは

なかったのか」。後悔先に立たず。海

山が肩を落としていると、上司の木本

敏（43歳）が声をかけてきた。

　木本は投資歴20年。経済ニュース

に敏感で、日経新聞だけでなく日本経

済新聞 電子版も使いこなす。

　「あの株を売って、損切りした方が

得策だと思ったのですが」と悔やむ海

山に、「株をヤマカンで売買していた

ら、資産を成長させるのは難しい」と

木本。「投資を始める前に、投資目的と

スタンスを明確にすること。成長が期

日経電子版がテクニカルにサポートする

「マネー」セクションでは、初心者向け
入門編や金融商品情報を満載する 

　電子版の「マネー」「マーケット」で
は、市場動向の報道・分析だけでなく、
コラムやツールも充実している。
　投資経験の浅い人は、「マネー」
を見てみよう。金融商品の基礎知識
や投資で注意すべき点、投信の選
び方など、資産運用を始めるうえで
押さえておきたいポイントがまとめら
れている。
　「マーケット」では、株式や為替、商
品などに関する情報を素早く提供。日
経の記者が取材した記事も併せて読
める。「マーケット」に掲載する記事の
大半は電子版オリジナルなので、投資
のヒントとして確実に読んでおきたい。

●日経電子版で投資の材料とヒントを入手する

「マーケット」セクションでは、
投資と金融に関する独自情報を集約する

「マネー」の「貯蓄」で、主要金融機関
の預貯金金利一覧が見られる

自分に合った投信を探せる、
「マネー」の「投信・ETF」も便利だ

「投信発掘ツール」を使えば、
自分の運用ルールに合った銘柄を探せる

●中・長期的運用計画に電子版を活用する

“パーソナルファイナンス”
「投資に関心はあるがうまくいかない」という人は多いのではないだろうか。

日本経済新聞 電子版なら、最新相場情報などのコンテンツが充実。
豊かな生活設計のために個人投資家の資産運用を強力にサポートする。

2人のビジネスパーソンを例に、電子版を活用した実践的な資産運用術を紹介する。



●強いポートフォリオを作るために日経電子版を活用しよう

　お金の問題は、一生つき合ってい
かなければならない重要なテーマで
す。だからこそ資産運用は、興味のあ
る分野から投資を始めてほしいと思
います。例えば海外旅行が好きな人
なら外貨運用から入ってもいいです
し、金に興味があるなら金投資もい
いでしょう。純金積立や上場投資信託

（ETF）など投資経験に応じて様々
な手段があります。
　大事なのは投資テーマ。興味のあ
る分野への投資なら、「今、値動きはど
うなっているか」「なぜここで市場に
変動が起きたのか」を学ぶのに積極
的になれるからです。
　日経電子版は株価や為替相場な
どの１次情報をすぐに確認できるだけ
でなく、市場の変動に関係する記事
や有識者のコラムなどを読めるため、
様々な観点から相場動向を検証する
のに役立ちます。また、市場が大きく動

日経電子版活用術

ファイナンシャルリサーチ代表
ファイナンシャルプランナー

深野 康彦 氏

1962年生まれ、89年4月に独立系FP会社に入
社、96年1月に独立。2006年にファイナンシャル
リサーチを設立し、金融資産運用設計を中心に活
躍。著書に、『これから生きていくために必要なお
金の話を一緒にしよう！』（ダイヤモンド社）など。

くような出来事が起きた時にも、記事
の分類・保存機能やニュースメールが
あれば、保有資産の見直しを行ううえ
での参考となります。
　ビジネスなど“オン”の情報収集に
加えて、プライベートな資産運用や年
金、保険など “オフ”の情報を入手す
る時にも、日経電子版を使いこなして
ほしいですね。

投資の基本を固める
保険・貯蓄・投信

資産形成は、保険や年金も踏まえた総
合的なマネープランニングが必要だ。
電子版なら、保険商品や貯蓄商品を利
用した資産運用のノウハウを基礎か
ら学べる。少額で投資できる投資信託
は、資産・テーマ別に多数のファンドが
あるので、電子版で情報収集し、ベスト
なファンドを見つけよう。

家 計 力 投 資 編

投資の王道は株式投資

株式投資はリスクマネジメントを身に
つけ、しっかりした方針で臨みたい。
電子版で興味のある企業を絞り込み、

「日経会社情報 オンライン版」や「記
者の目」で、日経記者による業績予想
や決算状況を読んで銘柄選びの参考
にしよう。売買タイミングの検討には、

「スマートチャート」が役立つ。

王 道 投 資 編

多様なポートフォリオを
実現する金投資

現物資産である金は、発行体のデフォ
ルト（債務不履行）リスクがなく、インフ
レに強い資産と考えられる。金地金は
まとまった資金が必要だが、純金積立
や上場投資信託（ETF）は、少額でも投
資可能。金価格は世界経済の動きと関
係が深いので、投資を検討する際は、
電子版の情報も参考にしよう。

代 替 投 資 編

▶「便利ツール」の「銘柄発掘ツール」
▶「マーケット」→
　「日経会社情報」の「スマートチャート」

電子版でここをチェック

▶「マネー」→
　「金」の「豊島逸夫の金のつぶやき」、
　「本日の店頭金価格」

電子版でここをチェック

▶「マネー」→「投信・ETF」の
　「投信HOTニュース・コラム」
▶「便利ツール」の「投信発掘ツール」

電子版でここをチェック

FPに聞く

お問い合わせ 日本経済新聞社 http://www.nikkei.com/

　「銘柄発掘ツール」とは、「投信発掘

ツール」の株式版とも言える機能だ。

PER（株価収益率）や配当利回りなど

11の指標から任意の項目を選び、条

件に合った銘柄をふるいにかけること

ができる。さらに、対象銘柄の財務内

容などを精査したい時に使えるのが

「銘柄比較分析レーダー」だ。

　「僕は以前手放す時に失敗している

ので、売り時が心配です」という海山

に、木本は「マーケット」セクションの

「スマートチャート」機能を勧めた。「テ

クニカル指標を使った分析ができるう

え、『価格帯別売買高』を見れば売買高

が積み上がっている価格帯がひと目で

分かるから、売買タイミングを考える

参考になるだろう」

　その日の帰宅途中、海山はスマート

フォンで電子版にアクセスし、気にな

る銘柄に関する記事をチェックした。

およそ1時間の通勤時間。以前はつり

革をつかんで立ったまま眠っていた海

山だったが、今では電子版アプリで新

聞記事に目を通したり、気になる銘柄

のニュースを調べたりと、常に日経の

情報をチェックする習慣がついた。

電子版のコンテンツを	 	
ビジネスにも役立てる

　「よし、順調だ」。海山は始業前のオ

フィスで、保有している投信の純資産

総額を確認して笑顔を浮かべた。電子

版を使い始めて１カ月。通勤時間や始

業前に、スマートフォンなどで、電子

版の資産運用や業務に関係する最新

情報をチェックするのが新たな習慣に

なった。

　これまでは朝、始業前に新聞をざっ

と斜め読みしていただけだったの

で、見落としてしまう記事が多くあっ

た。電子版を併せて活用することで

「ニュースの読み逃し」が減った。

　また最近では、会社情報も電子版で

チェックするようになった。当初は、

資産運用のために上場企業の決算書や

財務諸表を勉強していたが、電子版の

様々な記事を読むうちに、企業の目指

す成長ストーリーを理解することは仕

事の面でも非常に役立っていると感じ

るようになった。「もうすぐ発表され

る四半期決算にも注意が必要だ」。電

子版で、人事や決算情報を検索する習

慣もついた。

　資産運用も仕事も好調な海山の隣

では、後輩がため息をついている。外

貨運用がうまくいっていないようだ。

「あっという間に為替レートが変わっ

ていたのです。どうすればいいでしょ

う」。――悩む後輩に、さっそく電子

版の活用術を教えるつもりだ。

　喫茶店で一息つくと、木本はかばん

からタブレットPCを取り出して電子

版にアクセスし始めた。インターネッ

ト環境が整っていれば、場所を問わず

に閲覧できるのが電子版ならではの魅

力だ。

　「株式に関する情報は、『マーケット』

セクションにまとめられている。有料

会員ならすべての情報にアクセスでき

る」と説明する。「そういえばあの銘柄

はどうなっているかな」と言いながら

木本がタップしたのは、「資産簿」とし

て有効活用できる「銘柄フォルダ」だ。

気になる銘柄を登録しておけるので、

その都度検索して情報を呼び出す手間

が省ける。

　木本は画面を海山に見せて、「これ

から個別株を始めるなら、『銘柄発掘

ツール』や『銘柄比較分析レーダー』を

覚えておくと便利だ」と言う。

人気の高い海外債券型ファンドに投資

することに決めた。

便利ツールを使いこなして	 	
運用成績を向上させる

　翌日、木本とともに営業先での企画

提案を終えた海山は、早速電子版につ

いて話した。「あの後電子版を読んで

みたのですが、ニュースだけではなく

て資産運用に使えるツールもたくさん

ありますね。まずは投信から始めてい

ます」

　木本も「投資初心者は投信から始め

るのがお勧めだ。慣れたら株式や金に

分散投資するといいだろう」とうなず

く。木本はリスクヘッジの一環として、

金投資も検討しているという。「電子

版は個別株や金の情報収集にも役立つ

機能がある。コーヒーでも読みながら

説明しよう」

気になる銘柄は、
「銘柄フォルダ」に登録しておく

有望株を探したいなら
「銘柄発掘ツール」

個別株をレーダーチャートで比較する「銘柄比較分析レーダー」で、
個別株を比較できる

●日経電子版の便利ツールで資産倍増を狙う


